
地方版自転車活用推進計画の策定

17【2018(H30).8 地方版自転車活用推進計画策定の手引き（案）】

※地方版推進計画策定済み自治体の内、約２割が自転車ネットワーク計画を未策定
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18【2018(H30).8 地方版自転車活用推進計画策定の手引き（案）】



地方版自転車活用推進計画の策定

19【2018(H30).8 地方版自転車活用推進計画策定の手引き（案）】



○地方版自転車活用推進計画を策定することによるメリット
①地方への交付金に関する重点配分による自転車通行空間の整備等の環境整備が促進可能。
②自転車を活用した取り組みを積極的に推進することによる地域活性化

【社会資本整備総合交付金、防災・安全交付金における配分の考え方】（ R2年度 国土交通省）

ⅴ）地方版自転車活用推進計画に基づく自転車通行空間整備

（注）自転車活用推進法に基づき都道府県又は市町村が定め

る「都道府県自転車活用推進計画」又は

「市町村自転車活用推進計画」に基づく事業。

＜特に重点配分を行う事業＞

ナショナルサイクルルートにおける自転車通行空間整備

【先行自治体（石狩市）の例】
自転車活用推進計画を策定した石狩市では、交付金を活用して計画ルートの市道約90kmに矢羽根型路面表示を整備予定。また、ルート上の交差点部に
約100箇所の案内看板（既存柱への看板の取付、新設の単独柱での看板設置）を整備予定。

矢羽根型路面表示 矢羽根型路面表示

交差点部案内看板
（既存柱への看板取

付）

交差点部案内看板
（新設の単独柱での看板イメージ）
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（渋滞）

２．ナショナルサイクルルート等の

国の施策動向について
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北海道のサイクルツーリズムの取り組みについて

22※北海道開発局HP https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/kn/dou_kei/splaat000000utuk-att/splaat000001ouj0.pdf



北海道におけるモデルルート（R元～）

北海道のサイクルツーリズムの取り組みについて
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連携協議会 ：北海道商工会議所連合会、北海道観光振興機構、
シーニックバイウェイ支援センター、北海道、北海道開発局により構成

ルート協議会：質の高いサイクルツーリズムを提供する団体。市町村、総合振興局・振興局、
開発建設部、民間事業者団体（観光協会、商工会議所等）、自転車関連団体等により構成
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北海道のサイクルツーリズムの取り組みについて
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コミュニケーションサイト
サイクリングマップ
ルートの案内や周知

サイクルラックや修理工具の
設置（道の駅等の立寄施設）

路線バスを活用した自転車輸送

案内シールによるルートの案内 路面への通行位置明示

走行環境…サイクリストがセルフガイドで迷わず安心
して走行できる統一的なルート案内と路面表示による
安全対策を実施

受入環境…わかりやすいルート案内、休憩施設を一定
間隔で設置

情報発信…ルートの魅力や休憩施設等の情報発信やサ
イクリストからの意見を把握



ナショナルサイクルルートについて

25https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001307270.pdf



ナショナルサイクルルートについて

26https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406826.pdf



ナショナルサイクルルートについて

27https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001406826.pdf
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まとめ

■「地方版自転車活用推進計画」策定時は「自転車
ネットワーク計画」も合わせて策定

■それぞれの自治体に合った計画策定を（無理をし
ない）

■策定に際し、困ったことがあれば、遠慮無く開発
局、北海道にご相談下さい（可能な限りお手伝い
します）

ご静聴ありがとうございました。


